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『看護を教える人のための 
経験型実習教育ワークブック』

「教師力」向上のための 
振り返りを魅力的に促す，
実習指導必携の実践書

看護学生は，臨地実習をとおして，目を見張る

ほどの成長を遂げる。それは学生が患者と出会う

ことで，病むことの苦難や生きることの喜びと

いった人生の意味を反芻したり，その人にかかわ

る看護師の看護観にふれたりすることで，自らの

在り方を問い，看護実践をとらえ直す機会を得る

からである。このような学生像は，本書の編者で

ある安酸が重視する看護実践の経験を省察しなが

らケアリングを学ぶ姿勢として現れる。それは「経

験型実習教育」理論が体現化される一端ともいえ

るだろう。しかし学生が臨地に赴けば，いずれも

がこのように学べるのかといえばそうではない。

看護を教える人の「教師力」が，その鍵を握る。

本書は，4章から構成されている。第 1章は「経

験型教育の学びを深める」ための編者の教育理論

にもとづいた看護学のための実習教育が述べられ

ており，第 2章では理論にもとづく「経験型実習

教育の導入ワーク」を進めるための実習教育の方

法，さらに第 3章で「読んで学ぶ 解説事例 10」に

もとづく具体的な指導方法が提示され，第 4章は

事例を発展させていく「シナリオをつくろう 研修

事例 8」である。本書で提言されているのは，「い

かに教えるのか」ではない。教師は，学生を「よく

見て，よく聴く」ことで学生の経験に接近し，学生

が自らの経験を探求し意味を見出すという「反省

的経験」へと導く，実習場面の教材化という実践

である。そのために教師は，学生が患者とのかか

わりにおける経験を自由に表出できるような，「教

師の学習的雰囲気」を保証することが重要になる。

実習教育において教師が醸し出す雰囲気や態度

が大切なのは，学生が抑圧されず自己主張が明示

できる看護職へと育む必要があるからである。

学生にとって，教師が評価者である前に学習の

支援者であることは，他者から承認される経験に

つながり，自己効力感を高めることにもなるだろ

う。そのため教師は，自分の振る舞いや行為につ

いて学生の立場で省みる必要がある。本書を読み

進めながら，私たち教師は反省的実践家であると

自然に自覚するのは，振り返りの促しが随所に散

りばめられているからである。たとえば第 3章で

登場する学生の事例は，これまで筆者自身がかか

わってきた学生を想い出し，懐かしい感覚に包ま

れた。ワークに沿ってあのときの「私」の経験をた

どり直してみると，過去の出来事は過ぎ去っては

おらず，鮮やかに蘇り，ときに痛みを伴いながら，

新たに教えることの意味が更新されていく。リア

リティ溢れる教育の場面に関心をおもちの方は，

第 3章から読み進められ，ワークされても良いか

もしれない。

なお本書は，『経験型実習教育　看護師をはぐ

くむ理論と実践』（2015年）に続く実践書である。

併せて手に取っていただくことをお勧めしたい。
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